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 家族参観と引渡し訓練、懇親バレーボールを行いました  

  家族参観  

６月２１日（土）は家族参観日でした。お

父さんやお母さんに来ていただき、子どもた

ちはとても張り切って学習していました。 

新しい学年になってから、３か月程が過ぎ

ました。参観した保護者の方から、「子どもの

成長した姿が見れてよかった」「大分落ち着い

て学習するようになり安心しました」と言っ

た声が聞かれました。 

どの学級も落ち着いて学習していました。保

護者の皆様には、子どもさんの成長した姿を

見ていただくことができました。 

  引渡し訓練  

 児童による避難訓練の後、保護者への引渡

し訓練が行われました。 

 児童が校庭に避難した後、各教室の廊下で

待機いただいた保護者の方に、本年度から導

入のオクレンジャーで「地震災害が発生した

ので、至急、児童を迎えにきていただきたい」

と発信し、迎えに来ていただき、引渡しをしました。２４年度から始めた訓練も３回

目になり、昨年度より更にスムーズにでき、配信してから３０分ほどで引渡し訓練を

終了することができました。保護者の皆様、ご協力ありがとうございました。 

  ＰＴＡ懇親バレーボール大会  

  １４：３０より、懇親ソフトバレーボー

ル大会が行われました。今年度から懇親会

をなくし、その分各クラス２試合行い、親

睦を深めるようにしました。 

 例年より多くの方に参加いただき、最後

まで残っていただきました。 

試合の方ですが、各クラスの子どもたち

の応援も加わり、大いに盛り上がり、クラ

スとしての和もしっかりとできました。ソ

フトバレーボールというスポーツを通して、

親睦を深めることができました。このクラスの和を子どもたちにも生かしていただけ

たらと思います。 

ご参加いただいた保護者の皆様、ありがとうございました。 
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６月２５日（水）校長講話より 

今日は「しあわせ旬間」に関係したお話をします。 

 校長先生は小学生の頃、どんな少年だったと思いますか。 

学校でも家でも「よく遊びよく遊ぶ少年」で、勉強はできませんでした。とても恥

ずかしがり屋で、人前に立つのは嫌で、授業中に自分から発言することはありません

でした。 

 ６年生の時、国語の授業の物語文「セロ弾きのゴーシュ」で、思ったことが珍しく

書けたので、勇気を出して自分の意見を言いました。その時、とても気持ちがよかっ

たので、それからというもの、意見を言うのが楽しくなり自信もつきました。 

 少し自信がついてきたので、６年生の後期児童会では、体育委員長に立候補して成

ることができました。今でも覚えていますが、第１回目の委員会の時、自信持ってみ

んなの前に立ちました。前に立って話をするのは初めてだったので、緊張のあまり涙

が出てきてみんなの顔がよく見えなくて、上手く進行できませんでした。担当の先生

に、助けてもらってどうにか終えることができました。「強い心をもたなければ」と

思って臨んだ２回目の委員会は、少し上手く進行できました。 

 この「強い心」は、生きていく上で大切な力です。 

 校長先生が小学生の時に、こんなことがありました。 

 下崎少年が６年生の時、この足のことで、クラスのＡさんに「下崎は短足だ」と言

われたことがあります。とても嫌でした。Ａさんは体が大きく、強かったので、言い

返すことができず、我慢していました。ある時、何回も何回もしつこく言うので、さ

すがの下崎少年も腹が立ちました。思い切ってＡさんに、「短足のどこがいけないん

だ。」と、強く怒り、Ａさんに迫りました。Ａさんは普段言い返さない下崎少年にび

っくりしていました。回りの友だちもＡさんに、「下崎君にいけないことを言ってい

る」と言ってくれました。Ａさんは困ってしましました。そして、Ａさんは、「短足

と言って悪かった。ごめんなさい。もう言わないので、今までのように仲よくしてく

ださい。」と謝ってくれました。それ以来、Ａさんは言わなくなり、仲よく遊ぶよう

になりました。下崎少年は、「勇気を出して思い切って言ってよかったな。ほんの少

しだけ強い心が持てたかな」と思いました。 

下崎少年は、足が短く、胴が長いです。でも、この体は両親から授かった大切な体で

す。足が短いということはどうしようもできません。短いのも、下崎少年の特徴、よ

さだと思います。 

 人はみんなちがっています。 

顔はみんなちがいます。体の特徴もちがいます。足の短めの人もいれば、長めの人

もいます。肌の色もちがいます。髪の毛の色もちがいます。人はすべてちがっていま

す。ちがいがあるので、人はすばらしいのです。 

 このちがいを大切にして、お互いに尊重し合って生活することです。 

 先ほど言った「強い心」の持ち主は、「勇気」と「やさしさ」のある人です。人と

仲良くできる人です。人に傷つくようなことを言ったり、いじわるをしたりする人は

「強い心」の持ち主ではありません。 

 

今、森上小学校では「なかよし旬間」が行われています。「強い心」を持って、み

んなで仲よくし楽しい学校生活を送りたいと思います。 


